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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                都市政策局 １/２  

項  目 概    要 

１ 学生のまちなか 

回帰の推進 

 

①地域力再生課 

②２２０－２０３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生等の若者をまちなかに呼び込み、賑わいを創出するととも

に、まちへの愛着を醸成し、市内での定着を推進します。 

 

＜検討事項＞ 

・まちなかの活性化につながる「学生まちなか回帰」の推進 

・金沢への愛着を深める「学生と地域との共創」の推進 

・大学卒業後も住み続ける「学生の金沢定住」の推進 

 

＜実施体制＞ 

１．大学や地域団体、学生団体等で方策を検討する検討会議 

を設置 

   

２．学生を対象としたまちなかに関する意識調査を実施 

 

３．大学等と連携し、学生が活躍する機会の創出に向けた 

実証実験を実施 

 

４．庁内横断プロジェクトチームを設置 

   企画調整課、交通政策課、文化政策課、産業政策課、 

商工労働課、観光政策課、市民協働推進課、都市計画課、 

など 計 12 課 

※ 各課の若手職員によるワーキングチームを併せて設置 

分  野  団  体 

大  学  金沢大学、金沢工業大学、金沢美術工芸大学 
地域団体 （株）金沢商業活性化センター  

金沢中心商店街まちづくり協議会 
金沢中心商店街武蔵活性化協議会 
金沢青年会議所 

学生団体 未来へつなぐ金沢行動会議 
金沢まちづくり学生会議 ほか 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                都市政策局 ２/２  

項  目 概    要 

 

２ 持続可能な 

公共交通に向けた 

取組 

 

①交通政策課 

②２２０－２０３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市民等が便利で快適に、多様な移動手段を利用できるまち

づくりを官民連携により進めることにより、まちなかの回遊

性の向上と、公共交通の利用促進を図ります。 

 

○バスとシェアサイクルが利用可能なデジタルチケット 

「北陸鉄道１日フリー乗車券＋まちのり１日パス」 

のセット販売（通常価格 2,450 円を 2,000 円で販売） 

 

○まちなかイベント等と連携した企画乗車券 

「まちなかのイベントと連携した金沢ショッピングバスの 

１日フリー乗車券」の販売（通常価格 440 円を 300 円で販売） 

 

 

（２）路線バスの減便や廃止が相次ぐ中、バスの運転士不足は喫

緊の課題となっていることから、地域の公共交通の維持確保

のため、路線バスの運転士確保に向けた支援を拡充します。 

 

○移住費補助 

対 象 者 県外から本市に移住し、路線バス運転士として 

勤務する者 

補助金額 運転士１人あたり 40 万円 

       （配偶者及び扶養者１人あたり 20 万円を加算） 

限 度 額 100 万円 

交付時期 １年目   総支給額の 1/2 

       ２～３年目 総支給額の 1/4 

 

○宿舎借り上げ費補助 

対 象 者 市外から本市に移住し、路線バス運転士として 

     勤務する者 

対象経費 宿舎の賃借料 

補 助 率 1/2 

限 度 額 月額３万円（１年限り） 

 

 



3 

 

市政連絡会 主要施策の説明項目 

 総務局  

項  目 概    要 

 

１ 市税に関する各種

手続の電子化 

(1) 個人住民税の 

電子申告の推奨 

①市民税課 

②220-2161 

 

(2) キャッシュレス

納付の推進 

①納税課 

②220-2175 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人市民税・県民税の申告については、スマートフォン等から 

『eLTAX 個人住民税電子申告システム』を検索、アクセスして 

行うことができますのでご利用ください。 

 

 

市税の納付については、従来からの金融機関やコンビニでの 

納付のほか、各種のキャッシュレス納付にも対応していますので

ご利用ください。 

・ 口座振替による納付 

納期末日に自動的に引き落としがされるため、納め忘れが

ありません。 

新たなお申込みは、口座をお持ちの金融機関または 

納税課へお申し出ください。 

※ 一部の金融機関では、パソコンやスマートフォンなど

からもお申込みいただけます。 

 ・ スマートフォン決済アプリ等による納付 

納付書のＱＲコードを読み込むなどの方法により、 

スマートフォン決済やクレジットカード決済、 

インターネットバンキングなどがご利用いただけます。 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 文化スポーツ局  

項  目 概    要 

第 12 回 

金沢マラソンの開催 

 

金沢マラソン推進課 

連絡先 220-2726   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

金沢の美しいまちなみとの調和を大切にしながら、多様なランナーが

互いの価値観を尊重しつつ、走る楽しみを味わえるよう大会の充実を

図るとともに、継続して能登の復興を応援する。 

 

＜フルマラソン＞ 

・10 月 25 日（日）開催 

スタート８時 30 分／フィニッシュ 15 時 30 分 

改   ※ウェーブスタートから一斉スタートへ変更 

・定員 15,000 人（国内 14,000 人、国外 1,000 人） 

新・プロギングランナーの導入（走路上のごみを拾いながら出走） 

 

＜ファンラン＞ 

・種目 1.4 ㎞・0.9 ㎞（当日自由に選択） 

・スタート９時 00 分／フィニッシュ９時 15 分 

改・定員 500 人（前回の 250 人から倍増） 

新・ニックネーム入りアスリートビブス（ゼッケン）の導入 

 

＜沿道応援について＞ 

・応援スポット 

各地域の特色ある応援を披露（昨年 18 か所、66 団体） 

・沿道応援サポーター 

   コース沿道各所で様々な団体がグッズを使用して応援 

   （昨年 50 か所、50 団体） 

新・障害者のニックネーム入りアスリートビブス(ゼッケン)を無料化 

   ニックネームによる応援を促進（一般は 500 円） 
 

＜地域ランナー枠・能登地域ランナー枠について＞ 

・市内校下（地区）全体で定員 500 人を優先的に抽選し、 

 当選された方は、校下（地区）名入りビブスを装着し出走 

・宝達志水町以北の能登地域に在住のランナー1,000 人を優先的に 

抽選し、当選された方は、市町名入りのビブスを装着し出走 
 

＜交通規制の周知について＞ 

・町会の協力をいただいて全戸配布（９月） 

・９月頃から新聞等のマスメディアを通じて広報 

・    〃    職員がコース沿道を戸別訪問し説明 

・公式ホームページにて、交通規制に応じた迂回路検索や 

大会当日のリアルタイムな規制区域情報を提供 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 経済局 １／２  

項  目 概    要 

 

１．金沢食文化月間の

開催について 

 

 産業政策課 

 220-2204 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藩政期より培われてきた本市固有の食文化を継承・振興すると

ともに、若い世代や来街者に本市の豊かな食文化の魅力を伝える

ため、令和７年度より１０月を「金沢食文化月間」と位置づけ、

官民連携による食文化の発信や、食の祭典やフォーラムなど多彩

なイベントを開催します。 

 

＜テーマ＞  発酵食 

 

＜実施内容＞ 

・10 月１日（木） 金沢食文化月間オープニングセレモニー 

・10 月９日（金） 金沢食文化フォーラム 

          第１部 俳優「小雪」トークショー 

          第２部 発酵食に関する地元有識者による 

パネルディスカッション 

・10 月 14 日（水）名工賞（菓子・料理・バーテンダー表彰） 

・10 月 17 日（土）、18 日（日） 

食の祭典「KANAZAWA おいしいフェスタ」 

飲食ブース、マルシェ、ワークショップ、 

能登復興支援、加賀料理の振興、 

学生連携ブース、ステージ企画 等 

 

・その他     発酵食をテーマとしたバスツアー 

市民向け食文化セミナー 

 

＜情報発信・広報＞ 

・金沢の発酵食をテーマとした動画の配信 

・金沢公式インスタグラム「五感にごちそう」での発信 

・金沢駅に大型タペストリー設置 

・ポスター、チラシの配布 

・各種新聞、雑誌、市の広報媒体への掲載 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 経済局 ２／２  

項  目 概    要 

 

２．持続可能な観光振

興の推進 

観光政策課 

220-2194  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住む人と訪れる人が金沢の価値を共有し、将来にわたって共に

高められる持続可能な観光の振興を推進するため、金沢市持続可

能な観光振興推進計画２０２６を策定した。併せて、住む人と訪

れる人が金沢の観光において大切にすべき内容をまとめた「金沢

観光たしなみ帖」を策定し、住む人と訪れる人双方への周知啓発

を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 市民と旅行者の相互理解促進サイト 

「金沢たしなみ旅ガイド」（市民向け） 

 

たしなみ、たのしむ。 

金沢観光たしなみ帖 
 

住む人と訪れる人がともに、金沢の個性や魅力を感じつづ

けられるよう、以下のことを大切にしましょう。 

 

１．学ぶ。 

工芸や芸能などの奥深い文化や歴史を知り、体験しなが

ら楽しみましょう。 

 

２．味わう。 

加賀料理や海の幸などの地場の恵みを食し、地域の生業

を応援しましょう。 

 

３．紡ぐ。 

このまちの景観や歴史的文化財の価値を、思いやりを持

って未来へ繋げましょう。 

 

４．愛でる。 

緑や水と触れ合いながら、森や清流などの美しい自然を

守り育みましょう。 

 

５．受け容れ合う。 

暮らす人も旅する人も互いに共感を深め、金沢の価値を

高め合っていきましょう。 
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資料５  

市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 農林水産局  

  目 概    要 

 

獣害防止対策の強化 

 

クマ、イノシシ、 

サル等獣害防止対策 

 

【クマ】 

①森林再生課 

②220-2217 

 

【イノシシ、サル】 

①農業水産振興課 

②220-2214 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人身被害や農作物被害の防止に向け、「近づけない環境整備」、

「電気柵等による防護」、「捕獲・駆除」を組み合わせた対策を推

進しています。支援を拡充し、獣害防止対策を一層強化していき

ます。 

 

＜補助制度＞ 

・放置果樹の除去（通常伐採） 

交付限度 100 千円（10 千円/本）１回／年まで 

 

・特殊車両を使用した放置果樹の除去（特殊伐採） 

2/3→3/4 補助率、交付限度 200→300 千円、 

１回／年まで 

 

・緩衝帯（ヤブ刈り）の設置支援 

町会・生産組合：25 円/㎡、1ha／回、２回／年まで 

 

・防護柵（電気柵・恒久柵）の導入支援 

町会・生産組合：2/3→3/4 補助率、１回／年まで 

 

・イノシシ捕獲檻の導入支援 

町会・生産組合：2/3→3/4 補助率、１回／年まで 

 

 

＜取組＞ 

石川県猟友会金沢支部と連携し、以下を実施 

・出没情報メールの配信・登録の周知 

・春、秋の安全対策の広報及びチラシの町会班回覧等 

・クマ（10 基）、イノシシ（2 基）及びサル（2 基）捕獲檻増設 

・農作物への加害性が高いサルの群れ等に対して全頭捕獲 

（県許可済） 

 

改 

改 

改 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 市民局 １／２  

項  目 概    要 

１．地域コミュニティ

活性化推進計画の

具現化 

 

市民協働推進課 

２２０－２０２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域コミュニティ活性化推進計画 2023」に基づき、 

計画の具現化に努めていく。 

【計画期間】令和５～９年度  

 

【具現化に伴う新たな施策】 

(1) 地域コミュニティ活動担い手確保検討費 

 新 地域コミュニティの活性化に向けて、地域活動を支援する

担い手を確保するための方策を検討 

 

(2) 協働をすすめる団体マッチングモデル事業 

新 市民活動団体等の特性や実績等を情報資産として蓄積、 

見える化の上、地域からの要請に応じ課題を解決する 

モデル事業を実施 

 

(3) 地域コミュニティＩＣＴ化推進プロジェクト事業 

地域活動発信アプリ「結ネット」の活用を促進 

 新 地域の運用担当者による交流会やアプリを活用した 

防災訓練講習会を開催 

 新 地域でデジタル技術を有効に活用している人材を 

アドバイザーとして登録し、アプリの活用、利便性の向上

に意欲のある地域へ派遣 

 

(4) 町会加入促進強化事業 

新 町会加入を促進する取組をまとめた事例集を作成 

 

(5) まちづくりミーティング事業  

＜令和８年度 （４年計画の１年目）＞ 

区 分 対 象 校 下（地 区） 日時・会場 

第１回 材木、味噌蔵、此花、瓢箪 
7月 23日（木）18:30～20:30

玉川こども図書館 

第２回 小立野、崎浦、田上、俵 
8 月 18 日(火）18:30～20:30

金沢美術工芸大学 

第３回 三馬、米泉、富樫、伏見台 
8月 29日（土）14:00～16:00 

教育プラザ富樫 

※具体的な内容等については、各校下（地区）の方々と 

別途調整いたします。 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 市民局 ２／２  

項  目 概    要 

 

２．市民センターの 

再編整備 

 

市民課 

２２０－２２４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民センターを近江町交流プラザから、利用者の多い駅西地区

の企業局庁舎１階へ移転 

 

 【移 転 先】金沢市企業局本庁舎 １階ホール 

 （広岡３丁目３番 30 号） 

【移転時期】令和９年３月（予定） 

 【主な取扱業務】 

・住民異動届（転出・転入・転居等）の受付 

・戸籍届の受付 

・印鑑登録申請 

・住民票の写し、戸籍証明、印鑑証明、税証明書等の交付 

・マイナンバーカード交付申請 等 

 

 

 



10 

 

市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 福祉健康局  

項  目 概    要 
 

１ 高齢者や障害の 

ある人の安全安心 

の確保 

 

(1) 

担当課：福祉政策課 

連絡先：220-2288 
 

(2)、(3) 

担当課：介護保険課 

連絡先：220-2264 

 

担当課：障害福祉課 

連絡先：220-2289 
 

 

 

 

２ 市民の健康保持・ 

 増進 

 

担当課：健康政策課 

連絡先：220-2233 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 災害時における高齢者等の支援に向けた取組み 

 ・災害発生時などに備え、高齢者等の避難を支援するための 

  個別避難計画を引き続き作成 

・防災備蓄計画に基づき、協定を締結している福祉避難所で 

 必要な防災備蓄品を計画的に配備 
 

(2) 次期長寿安心プラン等の策定 

 ・第 10 期介護保険事業計画（次期長寿安心プラン）の策定 

・第６次ノーマライゼーションプラン金沢（第８期障害福祉計 

 画・第４期障害児福祉計画）の策定 
 

(3) 介護・障害福祉人材の確保・定着 

 ・若者の経済的不安の軽減及び介護・障害福祉人材確保のため、 

  介護・障害福祉サービス従事者の奨学金返済を支援 

・ＵＪＩターン就労やキャリアアップを支援するとともに、 

地元就職を支援するための情報交換会を開催 

  

 

(1) 健康診査の実施 

 ・すこやか検診 実施期間：５月１日（金）～10 月 31 日（土） 

 実施場所：医療機関 

 ・集団検診   実施期間：５月 16 日（土）～12 月 19 日（土） 

 実施場所：福祉健康センター、市民体育館等 
 

(2) こども医療費拡大 

・子育て世帯の負担軽減を図るため、通院にかかる助成対象を 

18 歳まで拡大 

【通  院】15 歳まで → 18 歳まで 

（自己負担額 上限 1,000 円／月） 

  【開始時期】令和９年１月診療分より 

 

(3) 熱中症対策の推進 

 ・市内公共施設等の一角に避暑休憩スペースとなるクーリング 

シェルターを期間及び施設数を拡大して開設 

  【開設期間】７月１日～９月 30 日 → ６月１日～９月 30 日 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 こども未来局  

項  目 概    要 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.こども・子育て支援 

 ① 

保育幼稚園課 

220-2299 

 

 ②・③ 
 子育て支援課 

 220-2285 

 

 

 

 

 

 

２.こどもの貧困対策 

①② 
子育て支援課 

 220-2285 

 

「金沢こどもまんなか未来プラン」の着実な推進  

 

本市の少子化対策や貧困対策など、こども・子育て支援施策を

総合的に進めていくため、「こどもまんなか未来プラン」を策定し、

その着実な推進を図る。 

 

 

〇地域・各種団体等との連携・協力による子育て環境の充実 

 ①こども広場の設置 

  ４月に開所した森本いろは保育所内に、保護者同士の交流や 

育児相談ができる「森本こども広場ぽかぽかの森」を設置 

 

 ②地域の子育て支援拠点の充実 

  児童館及び児童クラブでの文化芸術に触れる体験学習等の 
実施や、人材確保と安定運営を図るための職員の処遇改善 
を支援 

 

③夏季休業期間のこどもの居場所づくり 

  夏休み期間にこどもの居場所を開設する地域団体等を支援 

 

 

 

〇すべてのこどもの健やかな成長の支援 

 ①金沢版こども宅食の推進 

  ひとり親世帯等を必要な支援につなげる拠点型こども宅食 

を実施 

 

②こどもの居場所づくりの推進 

  こども食堂や学習支援教室など地域におけるこどもの 
居場所づくりに係る運営を支援 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 環境局  

項  目 概    要 

１．地球温暖化対策 

（ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼﾃｨ）の推進 

 

①担当課 

ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼﾃｨ推進課 

②連絡先 

220-2507 

 

 

２．ごみの減量化・ 

資源化の推進 

 

 

①担当課 

ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼﾃｨ推進課 

②連絡先 

220-2507 

 

①担当課 

ごみ減量推進課 

②連絡先 

220-2302 

 

 2050 年温室効果ガス排出量実質ゼロの達成を目指すため、金沢

市地球温暖化対策実行計画に基づき、各種施策を推進する。 

 ・国が新たに設定した温室効果ガス排出量の中期削減目標を 

  踏まえ、金沢市地球温暖化対策実行計画を改定 

 ・家庭や事業所における再生可能エネルギー設備や省エネ機器 

  等の導入を支援 

  

 

 

ごみの減量と資源循環による「ゼロカーボンシティかなざわ」

の実現を目指すため、金沢市ごみ処理基本計画（第７期）に基づ

き、ごみの減量化・資源化の更なる推進を図る。 

 

(1)食品ロス対策の推進 

 ・金沢市役所や保健所、地区公民館等でフードドライブを実施 

 

 

 

(2)ごみの減量化・資源化の推進 

 ・ごみステーション設置器材購入補助 

    購入費等  補助率 3/4 限度額 15 万円 

改・不法投棄防止対策 

    監視カメラの更新（高画質） 

改・大学生への啓発 

    学園祭でのごみの分別方法の周知 など 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                都市整備局 １/２ 

項  目 概    要 

１．「木の文化都市・ 

金沢」の継承と創出 

 

都市計画課 

２２０－２３５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「金沢市における木の文化都市の継承と創出の推進に関する条

例（令和４年４月施行）」及び「木の文化都市推進計画（令和５年

３月）」に基づき、歴史・自然・文化と調和した金沢ならではの木

の文化都市の実現を目指していきます。 

 

○“木の文化”とは 

  木がつくりだす自然環境や建物、工芸品などの「木の質感」

を感じさせるものを、まちなみや生活に幅広く取り入れること

によってつくられる文化であり、建物やまちなみだけでなく、

工芸品やストリートファーニチャー等も含まれます。 

 

○木の文化都市推進計画の概要 

① 目指す姿 

 木の文化を感じられるくらしとまちをつくる 

② 施策の方向性 

・木の文化を知る・理解する 

・木を仕事にする、日々のくらしに活用する 

・木をつかった建物や空間をまもる・つくる 

・森とまちの好循環をつくる 

・木の文化を担う主体がつながり、ともに推進していく 

 

○具体的な取組 

・公共施設の木質化推進 

  諸江児童館（Ｒ４）、朝霧台小学校（Ｒ５） 

  泉鏡花文化交流拠点施設（予定） など 

改・民間建築物に対する木質化を支援 

（尾張町モデル地区、都市再生緊急整備地域） 

・学生等が木を活用したまちづくりを提案するコンペ開催 

・金沢駅東広場における木質化を推進 

  ・金沢駅通り線における歩行空間の木質化を推進 

・金沢美大と連携し、ロゴマークを製作（Ｒ６） 

新・官民連携のプラットフォームとして専用サイト開設（Ｒ８） 

新・共創パートナーズの募集と連携の促進（Ｒ８～） 

  共創パートナーズの連携による、金沢産材を使った 

木製品コンペを金沢もりづくりベース東浅川で開催   
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                都市整備局 ２/２ 

項  目 概    要 

２．空き家対策の推進 

 と住宅の耐震化支援 

 

建築指導課 

 ２２０－２３２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）空き家対策の推進 

空き家の適正管理等にかかる普及啓発を目的とした講座を開催

するとともに、管理上問題のある空き家所有者に対する指導や、

空き家の解体・活用支援に取り組んでいます。 

① 空き家等の適切な管理 

  〈金沢かがやき発信講座〉 

・「今から始める空き家対策 住まいを空き家にしないために」 

〈補助制度〉 

新・空き家適正管理費補助 

   適正な管理を促すため点検・通気・除草等の費用を支援 

   補助率 1/2 限度額５万円  最大３年 

・危険空き家等除却費補助金 

補助率 1/2 限度額 50 万円（狭小地・未接道地 70 万円） 

〈法律相談〉 

・金沢弁護士会との協働による無料法律相談窓口を開設 

② 空き家等の活用・流通促進 

〈補助制度〉 

・地域連携空き家等活用補助金 

施設整備費   補助率  2/3  限度額 100 万円 等 

・狭小隣地等統合促進事業費補助金 

測量費等    補助率  1/2  限度額  30 万円 

 

（２）住宅の耐震化支援 

 耐震化にかかる所有者の疑問や不安の解消を目的とした専門家

の派遣や、各種補助制度により、住宅の耐震化を支援しています。 

①耐震アドバイザーの派遣 

改 派遣対象を H12.5.31 以前建築の木造住宅まで拡充   

 ②耐震改修工事等に対する支援 

 〈補助制度〉 

・既存建築物耐震改修工事費等補助金(S56.5.31 以前建築対象) 

  木造戸建住宅    耐震診断  補助率  3/4 限度額 15 万円 

改 非木造戸建住宅   耐震診断  補助率  3/4 限度額 23 万円 

改 木/非木造戸建住宅  耐震改修 補助率 10/10 限度額 280 万円 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 土木局 １／３  

項  目 概    要 

1.都市の基盤整備と 

社会資本の老朽化 

対策 

 

（１）～（３） 

道路建設課 

220-2312 

 

（４）①～② 

道路管理課 

 220-2321 

 

（４）③ 

 河川水防課 

 220-2341 

 

（１）金沢外環状道路の整備 

広域交流の促進、金沢港などの物流拠点とのアクセスの強化 

山側幹線 計画：約 26km、完成：約 24km 

            整備率：約 89％（約 3km は暫定２車線のため） 

・月浦町～鈴見台 ４車線化完成済 

・梅田町～月浦町の４車線化整備中（国） 

海側幹線 計画：約 18km、完成：約 12km 

（側道） 整備率：約 65％ 

・Ｈ24 年度よりⅣ期区間(3.2km)に着手 

        大河端町～福久町を県・市により整備中 

        ※Ｒ４年 11 月暫定２車線での供用開始 

       《市施行区間》大浦町～千木町（1.6km） 

Ｒ８年度 道路築造など 

  （本線） Ｒ２年度 新規事業着手（国） 

            （大河端～鞍月、今町～福久） 

 

（２）都市内幹線道路の整備 

  泉野々市線、北安江出雲線 など 

 

（３）金沢方式による無電柱化の推進 

  まちなかの賑わい創出、災害に強いまちづくりの推進 

・重伝建地区  観音町通り、旧鶴来街道（寺町台） 

・その他    旧北国街道（ふくろう通り）、下新町、 

鞍月用水沿い・旧古寺町通り 

 

（４）道路・河川施設等の長寿命化に向けた取組 

① 橋りょうの補修事業 

       ・橋りょう（橋長 2m 以上）長寿命化修繕計画（Ｒ６年度 

改定）に基づき補修を実施 

       Ｒ８年度 追逃橋など６橋 

                 長寿命化修繕計画の見直し 

② 道路ストックマネジメント事業 

       ・トンネル、シェッド等及び舗装（緊急輸送道路）の 

長寿命化計画（Ｈ30 年度策定）に基づき補修を実施 

        Ｒ８年度 舗装補修（出雲町線ほか７路線） 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 土木局 ２／３  

項  目 概    要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.災害に強いまちづ 

 くりの推進 

 

（１） 

 河川水防課 

 220-2341 

 

（２） 

 道路建設課 

 220-2312 

 

（３） 

 道路管理課 

 220-2321 

 

③ 消融雪装置の修繕事業 

       ・市保有の消融雪装置の長寿命化計画の策定 

       ・民間保有の消融雪装置の管理・運営について、 

持続可能な管理体制を検討 

④ 雨水施設等の予防保全事業 

       ・雨水ポンプ場、水門等の長寿命化計画やストックマネジ

メント計画に基づき計画的に更新等を実施 

 Ｒ８年度 木越ポンプ場受変電設備 

米泉逆水門、八日市 No.1,2 放水門、 

城南排水路逆水門 

ストックマネジメント管路調査業務 

・近岡町雨水ポンプ場の整備 

Ｒ８年度 近岡町雨水ポンプ場実施設計 

  

（１）総合治水対策の推進 

    浸水被害や水害の防止、軽減を図るため、市・市民・事業者

の協働による総合治水対策を推進 

① 治水対策 

      ・河川改修の促進 

都市基盤河川 大宮川、木曳川、弓取川 

準用河川   柳瀬川 

     ・雨水幹線の整備 湊４丁目 等 

・近岡町雨水ポンプ場の整備 

Ｒ８年度 近岡町雨水ポンプ場実施設計 

  ② 流域対策 

       ・雨水地下貯留施設の整備 

         （金沢港周辺・大宮川流域を重点地域） 

       Ｒ８年度 近岡町雨水貯留施設 

             松寺町雨水地下貯留施設 

       ・伏見川下流部浸水対策の推進 

Ｒ８年度 東力２丁目 雨水管築造工事 

      間明１０号排水ポンプ増強工事 

      進和町バイパス水路設置工事 

③ 土地利用対策 

     ・休耕田活用協働モデル事業（田んぼダム）の推進 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                  土木局 ３／３  

項  目 概    要 

 ④ 減災・水防対策 

       ・デジタルハザードマップアプリの周知促進 

       ・水防出前講座の実施 

    ・デジタル技術を活用した水防体制の強化 

    ・かなざわ雨水情報システムの改良 

・浸水防止設備等設置補助事業の改定 

 

（２）土砂災害防止対策の推進 

    土砂災害の未然防止を図るため、パトロール、避難訓練、 

啓発活動を推進するとともに、対策工事を実施 

① 啓発活動 

       ・がけ地防災パトロール 

           ６月（梅雨前）、３月（融雪期） 

       ・土砂災害避難訓練及び防災講習会、出前講座 

    ② 急傾斜地崩壊防止対策事業（県・市施行） 

・県施行…西大桑町、神谷内町、大額町、大桑町、山王町 

・市施行…清川町、本多町、石引 

③ 民有がけ地防災工事費等補助  

・公共施設や建築物に隣接するがけ地防災工事に助成 

        ※能登半島地震で被害のあった民有がけ地に対する 

         支援制度の拡充 

  ④ 大規模盛土造成地における滑動崩落防止 

       ・神谷内町葵地内 

 

（３）除雪対策の推進 

 「金沢市道路除雪計画」の見直し 

・Ｒ５年度：第３次路線の出動基準の見直し、 

除雪オペレーター育成費補助制度の開始 

   ・Ｒ６年度：ＧＰＳ機能を有する除雪管理システムの運用 

・Ｒ７年度：雪害対策本部設置基準の見直し 

           地域除排雪活動費補助制度の改正 

              → 助成費の増額（50 万円／回→70 万円／回） 

 

（４）震災被害箇所の復旧推進 

  震災被害箇所の早急な復旧 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 危機管理監  

項  目 概    要 

１．被災地区の復旧・ 

  復興と災害対応力 

の強化 

 

被災地区復旧推進室 

２２０－２３６２  

 

 

危機管理課 

２２０－２３６６ 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域防災力の向上 

 

危機管理課 

２２０－２３６６ 

（１）被災地区の迅速な復旧・復興の推進 

令和６年能登半島地震による甚大な液状化被害を受けた粟崎地

区においては、本年４月から被災地区復旧推進室を現地の「もの

づくり会館」に移転するとともに、液状化対策工事や道路復旧工

事の前倒しを図りながら、令和 11 年度内の復旧事業完了を目指す

ほか、公費解体後の住宅再建手法を検討するなど復興に向けた取

組も進めてまいります。 

 

（２）地域防災計画の改定に基づく災害対応力の強化 

県の地震被害想定見直し結果などを踏まえ先月改定した第２次

地域防災計画に基づき、最大想定避難者数に対応した備蓄品を計

画的に確保するとともに、地域の実情に応じた避難に向け、届出

避難所制度と必要な防災備蓄品購入への支援制度を創設したほ

か、孤立集落、帰宅困難者など新たに設定された被害想定に対す

る事業の実施など、災害対応力の更なる強化を図ります。 

 

 

（１）コミュニティ防災士の活動推進 

 出前講座や防災教育への講師派遣など、「かなざわコミュニティ

防災士ネットワーク」と協働し、「いのちを守る」減災・予防策の

啓発を図ります。 

 

（２）自主防災組織への支援 

自主防災組織を支援するため、防災資機材等の整備、防災訓練

や学生等と連携した防災イベントに対する補助を行うほか、防災

分野の専門性を有するＮＰＯ法人のノウハウを活用し、実効性の

高い地区防災計画の見直しを支援します。 

 

（３）市民防災訓練の実施 

 住民の皆様と行政との連携により、自主防災組織の主導で訓練

を実施します。（今年度は、額、扇台、小立野の各地区） 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                教育委員会 １／２ 

項  目 概    要 

 

１．学びの多様化学校 

の開校準備 

 

 

学校指導課 

２２０－２４３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課 

２２０－２４３１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不登校児童生徒への支援体制強化に向けた学びの多様化学校の

令和10年度中の開校をめざし、教育課程の編成等を進めるほか、

旧馬場小学校を改修するための実施設計等に取り組みます。 

 

（１）教育課程の作成 

  文部科学省から委嘱された学びの多様化学校マイスターや 

金沢市の教育活動に知見を持つ専門家等で構成する、 

「教育課程編成検討会」を設置し、地域の資源の活用を踏まえ

た金沢市の特色ある教育課程を作成します。 

 

   《教育課程作成の内容》 

    ・日課、授業時数、学習方法 

    ・金沢市の特色ある学習内容 

 

   《スケジュール》 

     ５月18日（月） 第１回検討会 

     ７～10月    第２回、第３回検討会 

     ２月      第４回検討会 

※年度内に実施計画書を国へ提出予定 

       

 

（２）旧馬場小学校の改修 

  今年度は、校舎・屋内運動場改修の実施設計を進めるととも

に、プール跡地において駐車場整備工事に着手します。 

 

   《スケジュール》 

     令和８年度  校舎・屋内運動場改修の実施設計 

            プール跡地における駐車場整備 

     令和９年度  校舎・屋内運動場改修工事など 

     令和10年度中 開校 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                教育委員会 ２／２ 

項  目 概    要 

 

２．今後の水泳授業の 

あり方検討 

 

 

学校指導課 

２２０－２４３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気候変動等の影響による熱中症リスクや教員の負担軽減、各学

校のプール施設の老朽化を踏まえ、今後の本市における水泳授業

のあり方を検討します。 

 

（１）事業概要 

  試行モデル事業を実施し、アンケート等による効果検証を行

うとともに、学識経験者や水泳競技関係者等で構成される検討

委員会を設置し、今後の持続可能な水泳授業のあり方について

検討を行い、骨子を策定します。 

 

（２）検討内容  

・実施方法、指導体制 

（利用施設、外部指導者の活用、時間割編成 等） 

・試行モデル事業の検証 

（教育効果、教職員負担、移動コスト 等） 

 

（３）スケジュール 

５月２９日（金）  第１回検討委員会 

８月下旬       第２回検討委員会 

１０月中旬     第３回検討委員会 

１０月以降     骨子の策定 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                消 防 局 

項  目 概    要 

 

１．救急体制の強化 

 

警防課 

280-3094 

 

 

 

 

 

 

２．消防団施設等の 

整備補助 

 

消防総務課 

 280-1028 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日中の救急需要に対応するため、日勤救急隊を常設配置し、 

 市内救急隊全 13 隊体制で運用することで、救急体制の強化 

を図ってまいります。 

 

・配 置 先 中央消防署味噌蔵出張所 

  ・運用開始 令和８年４月１日 

 

 

 

 

○補助内容 

 (1) 消防ポンプ自動車購入費補助 

 

   芳斉町分団 

 

 (2) 機械器具置場整備費補助 

 

    修繕工事等（８件） 

    新竪分団、石引分団、内川分団、松ヶ枝分団、 

馬場分団（２件）、諸江町分団、千坂分団 
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市政連絡会 主要施策の説明項目 

                 企 業 局  

項  目 概    要 

 

１．ライフラインの 

  災害復旧の推進 

 

 

 

２．ライフラインの 

老朽化・耐震化 

  対策の推進 

 

 

（１）（２） 

水道整備課 

 連絡先 220-2671 

下水道整備課 

 連絡先 220-2641 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登半島地震により被害を受けた下水道管については、現在、

鋭意復旧工事に取り組んでいるところであり、引き続き、１日も

早い復旧に努めていく。 

 

 

水道、下水道の各主要施設及び管路の老朽化・耐震化対策を計

画的に進めていく。 

 

（１） 主要施設の耐震化を推進 

① 犀川配水池や独立水管橋の耐震化工事等を実施 

② 城北水質管理センター第１水処理施設耐震補強工事 

（土木・建築工事）を施工中 

・西部水質管理センター１系水処理施設耐震化工事 

（土木・建築工事）今年度着工予定 

 

 

（２） 管路の老朽化・耐震化対策を推進 

① 主要な水道管路の耐震化を推進 

② 指定避難所等に接続される水道・下水道管路の耐震化を推

進 

③ 老朽化した下水道管路の更新を推進 

 

 

 

 


